
関西大学外国語教育学会秋季研究会 2019 
 

■日 時 2019 年 11 ⽉ 17 ⽇(⽇) 13:00〜16:40 

■会 場 関⻄⼤学千⾥⼭キャンパス岩崎記念館 4F 

■参加費 会員(無料)・⾮会員(1000 円) 

■問合先 研究⼤会委員・上野 uenomight[at]gmail.com 

（[at]は@に変えてください） 

■内 容  

12:30〜 受付開始 

13:00 開会式 

 

13:10〜13:40  研究発表 1「朝鮮語における味覚形容詞の程度性研究−⾟

“맵다”苦“쓰다”を中⼼に−」 

⽇野千秋 ⽒(関⻄⼤学外国語教育学研究科博⼠課程前期課程)  

 

13:40〜14:10  研究発表 2「英語シャドーイングの⾜場掛けとしてのシン

クロ・リーディング：⾳声変化の視点から」 

胡海 ⽒(関⻄⼤学外国語教育学研究科博⼠課程前期課程)  

 

14:20〜16:30  講演「外国語学習とコミュニケーションの情意的側⾯」 

⼋島智⼦ 先⽣(関⻄⼤学外国語学部・外国語教育学研究科教授)  

※時間内には休憩や質疑応答も含まれています 

 

16:30〜 閉会式 

17:00〜 懇親会 

※懇親会の費⽤は 4,000 円程を予定しております(当⽇申込制) 



 

■発表要旨 

「朝鮮語における味覚形容詞の程度性研究−⾟“맵다”苦“쓰다”を中⼼に−」 

⽇野千秋 ⽒(関⻄⼤学外国語教育学研究科博⼠課程前期課程)  

朝鮮語の味覚形容詞「맵다」（⾟）「쓰다」（苦）を中⼼とした程度性の分

析結果を発表。味覚を典型意味とする語が、「매운 주먹」（⾟い握りこぶし）

「쓴 경험」（苦い経験）など抽象的現象に拡張して⽤いられる場合の程度

性を対⽴語の検証から考察した。 

 

「英語シャドーイングの⾜場掛けとしてのシンクロ・リーディング：⾳声

変化の視点から」 

胡海 ⽒(関⻄⼤学外国語教育学研究科博⼠課程前期課程) 

「英語シャドーイングができればリスニング能⼒が上達すると同時にス

ピーキング能⼒も向上する」というような先⾏研究があり、⼀⾒にしてシ

ャドーイングが出来れば全て問題解決のように思える。しかし，シャドー

イングは慣れない学習者にとって困難なことが多い。そこでシャドーイン

グに必要とするシンクロ・リーディングを⾏える能⼒（聞き読み能⼒）を

養成することが重要となる。本発表では，シャドーイングの⾜場掛けとし

ての聞き読み能⼒の養成に関して，⾳声変化の観点から考察を試みる。 

 

「外国語学習とコミュニケーションの情意的側⾯」 

⼋島智⼦ 先⽣(関⻄⼤学外国語学部・外国語教育学研究科教授) 

⾔語は使うことにより習得されるという使⽤基盤(usage-based)モデル

に基づくと、⾔語を使⽤する場⾯をどれだけ多く作り出せるかということ

が習得の鍵となる。こういうなかで認知的な側⾯が中⼼であった第⼆⾔語

習得研究において、最近は⾮認知的、情意的側⾯を扱った研究が急増して



いる。今回は、動機づけとアイデンティティ、コミュニケーションへの積

極性（Willingness to Communicate, WTC）、国際的志向性などを鍵概念と

して、特に時間軸を取り⼊れた最近の研究を展望し教育的⽰唆を論じたい。 


